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そ
の
思
想
史
的
意
義
江
　
沢
　
譲
　
爾

ト
イ
ン
ビ
ー
の
人
と
学
風

鈴
　
木
　
成
　
高

虚
無
と
実
存

草
　
薙
　
正
　
夫

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
部
に
お
け
る
学
問
蔑
視

上
　
原
　
専
　
禄

○
神
奈
川
叢
書
第
一
巻
　
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
著

山
本
・
信
太
・
草
薙
訳

『
文
化
社
会
学
』

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
一
〇
月
一
五
日
　
創
文
社
発
行

第
一
章
　
社
会
過
程
・
文
明
過
程
・
文
化
運
動

山
本
　
新
訳

第
二
章
　
歴
史
の
内
的
構
造
論
と
し
て
の
歴
史

・
文
化
社
会
学

信
太
　
正
三
訳

第
三
章
　
異
説
と
の
対
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
薙
　
正
夫
訳

○
神
奈
川
叢
書
第
二
巻
　
信
太
正
三
・
山
本
　
新
編

『
伝
統
と
変
革
』（
草
薙
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
七
月
一
〇
日
　
創
文
社
発
行

贈
ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
自
由

金
　
子
　
武
　
蔵

実
存
と
歴
史

草
　
薙
　
正
　
夫

一
　
機
関
誌
「
人
文
研
究
」
の
発
行

（
論
文
総
目
録
・
著
者
目
録
を
Ｐ
67
か
ら
掲
載
し
た
）

二
　
論
集
及
外
国
文
献
翻
訳
書
の
発
行

○
近
代
思
想
研
究
会
論
集
　
草
薙
正
夫
・
山
本
　
新
編

『
世
界
危
機
と
現
代
思
想
』

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
四
月
二
〇
日
　
理
想
社
発
行

現
代
人
の
忠
誠
問
題

大
　
熊
　
信
　
行

宗
教
と
近
代
科
学

信
　
太
　
正
　
三

技
術
と
宗
教

高
　
山
　
岩
　
男

科
学
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

菅
　
井
　
準
　
一

米
ソ
の
政
治
的
神
話
に
お
け
る
共
通
性

山
　
本
　
　
　
新

危
機
思
想
と
経
済
学
の
課
題

宮
　
川
　
武
　
雄

ウ
ィ
ー
ン
・
シ
カ
ゴ
学
団
の
動
向
と

'03
―
'04
年
度
人
文
学
会
常
任
委
員
会
（
編
）
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二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
五
月
三
十
一
日
発
行
、
御
茶
の
水
書
房

三
　
教
科
書
出
版
助
成

○
中
村
浩
平
・
塚
田
眞
幸
編

"W
ollen

w
irD

eutsch
sprechen?

―
ハ
ロ
ー
！
　
ド
イ
ツ
語
を
話
し
て
み
よ
う
か
―"

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
二
月
十
日
発
行
、
三
修
社

四
　
人
文
学
会
定
例
研
究
会

○
一
九
五
五
（
昭
和
30
）
年

11
月
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
宗
教
論

長
　
井
　
和
　
雄

12
月
　
実
存
の
芸
術
的
性
格

草
　
薙
　
正
　
夫

○
一
九
五
七
（
昭
和
32
）
年

１
月
　
明
治
に
お
け
る
地
主
制
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
山
　
田
　
　
　
操

５
月
「
人
文
研
究
」
第
八
集
合
評
会

東
洋
芸
術
と
西
洋
芸
術

―
ヴ
ォ
ー
リ
ン
ガ
ー
の
美
学
に
つ
い
て
―

草
　
薙
　
正
　
夫

10
月
　
音
楽
分
析
と
語
形
成

杉
　
原
　
正
　
孝

大
熊
信
行
教
授
著
『
国
家
悪
』
合
評
会

リ
ル
ケ
に
対
す
る
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
影
響
金
　
子
　
正
　
昭

12
月
　
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
ル
セ
ル
に
つ
い
て

信
　
太
　
正
　
三

○
一
九
五
八
（
昭
和
33
）
年

２
月
　
Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
と
Ｈ
・
リ
ー
ド

科
学
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

信
　
太
　
正
　
三

人
間
再
生
産
論

大
　
熊
　
信
　
行

経
済
学
の
伝
統
と
近
代
分
析
理
論

宮
　
川
　
武
　
雄

文
明
と
世
代

福
　
田
　
　
　
実

西
洋
化
の
悲
劇

山
　
本
　
　
　
新

自
由
の
反
抗
史
覚
書

武
　
藤
　
光
　
朗

地
域
社
会
と
二
重
構
造

山
　
田
　
　
　
操

草
薙
博
士
の
人
と
業
績

信
　
太
　
正
　
三

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
に
つ
い
て

ヤ
ス
パ
ー
ス

○
神
奈
川
叢
書
第
三
巻
　
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ト
著

信
太
正
三
・
長
井
和
雄
・
山
本
新
共
訳

『
世
界
史
と
救
済
史
』
―
―
歴
史
哲
学
の
神
学
的
前
提
―
―

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
三
月
五
日
　
創
文
社
発
行

○
人
文
新
書
　
山
本
新
・
平
田
満
男
共
編

『
学
生
と
と
も
に
』
―
―
大
学
・
学
問
・
人
生
―
―

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
十
月
一
日
　
神
奈
川
大
学
人
文
学
会
発
行

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
ミ
レ
ニ
ア
ム
記
念
出
版

○
小
林
一
美
・
岡
島
千
幸
編

『
ユ
ー
ト
ピ
ア
へ
の
想
像
力
と
運
動

―
歴
史
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
研
究
―
』

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
九
月
五
日
発
行
、
御
茶
の
水
書
房

○
大
里
浩
秋
・
孫
安
石
編

『
中
国
人
日
本
留
学
史
研
究
の
現
段
階
』
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６
月
　Shakespeare

の
英
語
に
お
け
る

shall,w
ill

の
用
法
に
つ
い
て

中
　
村
　
駿
　
夫

７
月
　
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
歴
史
観

草
　
薙
　
正
　
夫

ス
ラ
ヴ
主
義
と
日
本
浪
漫
派

山
　
本
　
　
　
新

９
月
　
ハ
ー
バ
ー
ド
・
リ
ー
ド
の
芸
術
教
育
論
相
　
原
　
幸
　
一

10
月
　
個
性
・
社
会
・
教
育

―
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
に
お
け
る
―

長
　
井
　
和
　
雄

12
月
　
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
現
実
へ
の
参
加
菊
　
地
　
武
　
弘

○
一
九
六
一
（
昭
和
36
）
年

３
月
　
メ
ル
ヴ
ィ
ル〝
ベニ
ト
・
セ
レ
ノ
〞に
つ
い
て

向
　
井
　
俊
　
二

５
月
「
人
文
研
究
」
第
十
八
集
　
合
評
会

６
月
「
人
文
研
究
」
第
十
九
集
　
合
評
会

ビ
ー
ト
世
代
批
判

福
　
田
　
　
　
実

10
月
　
一
つ
の
農
村―

そ
の
現
実
と
夢
の
農
基
法

山
　
田
　
　
　
操

10
月
「
人
文
研
究
」
第
二
十
集
　
合
評
会

11
月
　
Ｈ
・
リ
ー
ド
の
浪
漫
主
義

相
　
原
　
幸
　
一

12
月
　
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
詩
想
と
詩
的
表
現

須
　
藤
　
兼
　
吉

○
一
九
六
二
（
昭
和
37
）
年

１
月
　
実
存
哲
学
者
と
し
て
の
ニ
ー
チ
ェ

―
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
ニ
ー
チ
ェ
解
釈
―

草
　
薙
　
正
　
夫

３
月
　
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
大
学
論

長
　
井
　
和
　
雄

５
月
「
人
文
研
究
」
第
二
十
二
集
　
合
評
会

―
二
つ
の
様
式
論
―

相
　
原
　
幸
　
一

５
月
　
大
正
期
農
民
運
動
の
分
析

山
　
田
　
　
　
操

６
月
　
政
治
の
限
界

山
　
本
　
　
　
新

６
月
　
現
代
英
詩
の
成
立
に
つ
い
て

―
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
―

島
　
津
　
　
　
昭

10
月
　
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
に
お
け
る

神
の
問
題

飯
　
田
　
耕
　
作

12
月
　
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
ー

『
地
下
生
活
者
の
手
記
』に
つ
い
て

信
　
太
　
正
　
三

○
一
九
五
九
（
昭
和
34
）
年

１
月
　
古
英
語
の
発
音
に
つ
い
て

杉
　
原
　
正
　
孝

５
月
　
ヤ
ー
ス
パ
ー
ス
の
芸
術
論

草
　
薙
　
正
　
夫

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
農
村

山
　
田
　
　
　
操

７
月
　
英
語
の
強
意
表
現

山
　
下
　
雅
　
己

９
月
　
ト
マ
ス
・
グ
レ
イ
の
詩
に
つ
い
て

須
　
藤
　
兼
　
吉

10
月
　
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
暗
号
解
読
論

草
　
薙
　
正
　
夫

11
月
　
職
業
陶
冶
と
一
般
陶
冶

長
　
井
　
和
　
雄

12
月
　
ケ
ラ
ワ
ッ
ク
に
つ
い
て

福
　
田
　
　
　
実

○
一
九
六
〇
（
昭
和
35
）
年

２
月
　
標
準
英
語
に
お
け
る
発
音
の
不
統
一

小
　
倉
　
兼
　
秋

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
歴
史
観

信
　
太
　
正
　
三

５
月
　
町
村
合
併
に
よ
る
市
町
村
の
変
貌

―
神
奈
川
県
内
陸
地
帯
の
調
査
報
告
―

山
　
田
　
　
　
操
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11
月
　
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る

若
い
精
神
的
情
況
と
思
想
形
成
の
可
能
性

神
　
川
　
正
　
彦

12
月
　
現
代British

English

に
お
け
る

Syntax

の
動
向

松
川
昇
太
郎

○
一
九
六
六
（
昭
和
41
）
年

１
月
　
専
攻
語
学
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
教
授
法

岡
　
田
　
辰
　
雄

２
月
　
初
期
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
悲
劇
に
お
け
る

外
来
と
土
着

平
　
田
　
満
　
男

５
月
　
Ａ
・
カ
ス
ト
ロ
の
ス
ペ
イ
ン
論

桑
　
名
　
一
　
博

６
月
　
擬
似
文
の
諸
問
題

疋
　
田
　
三
　
良

In
C
old

B
lood

に
つ
い
て

向
　
井
　
俊
　
二

10
月
　
文
学
と
科
学

須
　
藤
　
　
　
明

一
九
二
〇
年
代
英
国
批
評
の
今
日
的
意
味

入
　
江
　
直
　
祐

11
月
　
ア
ー
ノ
ル
ド
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

中
　
川
　
　
　
敏

12
月
　
禅
と
実
存
哲
学

信
　
太
　
正
　
三

○
一
九
六
七
（
昭
和
42
）
年

５
月
　
一
九
二
〇
年
代
の
英
文
学

入
　
江
　
直
　
祐

７
月
　
大
正
・
昭
和
期
日
本
外
交
の
問
題
点

三
　
宅
　
正
　
樹

10
月
　
歴
史
主
義
の
転
換

神
　
川
　
正
　
彦

11
月
　
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
波
紋

山
　
本
　
　
　
新

12
月

Advanced
Received

Pronun-ciation

中
　
村
　
駿
　
夫

○
一
九
六
八
（
昭
和
43
）
年

６
月
　
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
遊
戯
の
哲
学

信
　
太
　
正
　
三

ガ
ブ
リ
エ
ル・ミ
ス
ト
ラ
ル
の
人
と
作
品

岡
　
田
　
辰
　
雄

６
月
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
一
六
〇
三
年

四
折
本
の
成
立

平
　
田
　
満
　
男

10
月
　
ス
ピ
ノ
ザ
の〝
自
然
の
法
則
〞
に
つ
い
て

工
　
藤
　
喜
　
作

11
月
「
人
文
研
究
」
第
二
十
三
集
　
合
評
会

12
月
　
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
み
る
愛
国
心

須
　
藤
　
兼
　
吉

○
一
九
六
三
（
昭
和
38
）
年

７
月
　
歴
史
に
お
け
る
行
為
の
説
明

神
　
川
　
正
　
彦

○
一
九
六
四
（
昭
和
39
）
年

５
月
　
実
存
と
自
由

草
　
薙
　
正
　
夫

６
月
　
現
代
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
校
訂

平
　
田
　
満
　
男

７
月
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

向
　
井
　
俊
　
二

10
月
　
会
話
に
お
け
る
米
語
一
般
音
声
学

杉
　
原
　
正
　
孝

11
月
　
刺
激
伝
播

山
　
本
　
　
　
新

12
月
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
神
秘
主
義

長
　
井
　
和
　
雄

○
一
九
六
五
（
昭
和
40
）
年

２
月
　
明
治
維
新
論
に
関
す
る
予
備
的
論
理
分
析
と

思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義

神
　
川
　
正
　
彦

６
月
　
東
大
寺
お
水
取
の
行
法
に
観
る

古
代
的
な
る
も
の

篠
　
田
　
　
　
融

７
月
　
ド
ン
・
フ
ワ
ン
に
つ
い
て

会
　
田
　
　
　
由

９
月
　
思
想
家
と
し
て
の
吉
田
兼
好

草
　
薙
　
正
　
夫

10
月
　
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
の
詩
論

相
　
原
　
幸
　
一
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『
世
界
危
機
と
現
代
思
想
』
発
刊
記
念
講
演
会

一
九
五
四
（
昭
和
29
）
年

４
月
　
ト
イ
ン
ビ
ー

鈴
　
木
　
成
　
高

ウ
ィ
ー
ン
＝
シ
カ
ゴ
学
派
の
動
向

江
　
沢
　
譲
　
爾

米
ソ
の
政
治
的
神
話
に
お
け
る
共
通
性
山
　
本
　
　
　
新

司
　
会
福
　
田
　
　
　
実

５
月
　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
想
的
発
展

菅
　
井
　
準
　
一

フ
ラ
ン
ス
革
命
史
学

小
　
野
　
重
　
雄

司
　
会
山
　
本
　
　
　
新

５
月
　
技
術
と
宗
教

高
　
山
　
岩
　
男

ニ
イ
チ
ェ
の
実
存
主
義

草
　
薙
　
正
　
夫

経
済
学
の
実
践
性

宮
　
川
　
武
　
雄

司
　
会
小
　
野
　
重
　
雄

５
月
　
忠
誠
義
務
の
問
題

大
　
熊
　
信
　
行

司
　
会
信
　
太
　
正
　
三

○
人
文
学
会
発
会
記
念
講
演
会

一
九
五
四
（
昭
和
29
）
年

６
月
　
特
異
な
る
思
想
家
　
田
岡
嶺
雲
」

東
京
教
育
大
教
授
家
　
永
　
三
　
郎

実
存
理
性
の
論
理

草
　
薙
　
正
　
夫

○
人
文
学
会
第
一
回
教
養
講
座

11
月
　
英
文
学
の
性
格

須
　
藤
　
兼
　
吉

12
月
　
ス
ペ
イ
ン
及
び
ラ
テ
ン・
ア
メ
リ
カ
文
学
展
望

大
　
林
　
多
　
吉

○
一
九
六
九
（
昭
和
44
）
年

６
月
　
歴
史
の
こ
と
ば

神
　
川
　
正
　
彦

12
月
　
放
送
に
お
け
る
オ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

崎
　
山
　
正
　
毅

○
一
九
七
〇
（
昭
和
45
）
年

１
月
　
ミ
ル
ト
ン
の
天
使
論

近
　
藤
　
正
　
栄

10
月
　
日
本
古
代
文
芸
の
成
立

佐
　
野
　
正
　
巳

12
月
　
ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観

工
　
藤
　
喜
　
作

カ
フ
カ
の
最
後
の
作
品
に
つ
い
て

中
　
村
　
浩
　
平

○
一
九
七
一
（
昭
和
46
）
年

２
月
　
ア
メ
リ
カ
南
部
の
時
間
相

熊
野
麒
一
郎

６
月
『
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
』
の
悲
劇
性

鈴
　
木
　
英
　
允

Carry

と
そ
の
類
義
語
の
意
味
分
析

荒
　
井
　
義
　
明

○
一
九
七
二
（
昭
和
47
）
年

５
月
　
思
想
史
の
破
壊
と
破
壊
の
思
想
史

神
　
川
　
正
　
彦

６
月
　
教
授
シ
ス
テ
ム
の
評
価

小
　
池
　
栄
　
一

10
月
　
本
居
宣
長
と
地
方
社
中

佐
　
野
　
正
　
巳

○
一
九
七
三
（
昭
和
48
）
年

１
月
　
明
治
末
年
の
外

前
川
清
太
郎

（
そ
の
後
の
資
料
未
収
録
。
現
在
は
定
例
研
究
会
は
開
か
れ
て
い
な
い
）

五
　
人
文
学
会
主
催
講
座
・
学
内
講
演
会
・
公
開
講
演
会

○
近
代
思
想
研
究
会
論
集
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６
月
　
カ
ー
ラ
イ
ル
の
業
績
に
つ
い
て

小
　
倉
　
兼
　
秋

○
人
文
学
会
第
五
回
教
養
講
座

11
月
　
上
代
美
術
に
つ
い
て
東
京
国
立
博
物
館
次
長

田
　
内
　
静
　
三

11
月
　
西
洋
美
術
の
話
国
立
近
代
美
術
館
副
館
長

今
　
泉
　
篤
　
男

○
人
文
学
会
第
六
回
教
養
講
座

一
九
五
七
（
昭
和
32
）
年

６
月
　
ア
メ
リ
カ
文
学
の
一
面

―「
白
鯨
」の
作
者
メ
ル
ヴ
ィ
ル
を
め
ぐ
っ
て
―

向
　
井
　
俊
　
二

６
月
　
現
代
の
農
村
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

山
　
田
　
　
　
操

６
月
　
最
近
の
文
明
論

山
　
本
　
　
　
新

７
月
　
日
本
古
代
美
術
の
話

草
　
薙
　
正
　
夫

７
月
　
ゲ
ー
テ
の〝
フ
ァ
ウ
ス
ト
〞解
説
」

藤
　
野
　
義
　
夫

○
人
文
学
会
第
三
回
公
開
講
演
会（
海
員
会
館
三
階
ホ
ー
ル
）

一
九
五
八
（
昭
和
33
）
年

５
月
　
挨
　
拶

草
　
薙
　
正
　
夫

ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
け
る
実
存
思
想

福
　
田
　
　
　
実

生
活
と
文
学

法
大
教
授
　
本
　
多
　
顕
　
彰

○
人
文
学
会
第
七
回
教
養
講
座

10
月
　
現
代
文
明

相
　
原
　
幸
　
一

10
月
　
平
和
と
文
学

福
　
田
　
　
　
実

○
人
文
学
会
第
四
回
公
開
講
演
会（
平
塚
市
医
師
会
館
）

11
月
　
司
　
会

草
　
薙
　
正
　
夫

文
化
的
教
養
に
つ
い
て

須
　
藤
　
兼
　
吉

12
月
　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
文
学

福
　
田
　
　
　
実

○
人
文
学
会
第
一
回
公
開
講
演
会（
朝
日
ビ
ル
六
階
に
て
）

12
月

司
　
会
草
　
薙
　
正
　
夫

西
洋
と
非
西
洋

山
　
本
　
　
　
新

現
代
の
英
詩
壇
―
桂
冠
詩
人

ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
―

須
　
藤
　
兼
　
吉

○
人
文
学
会
第
二
回
教
養
講
座

一
九
五
五
（
昭
和
30
）
年

５
月
　
ニ
イ
チ
ェ
の
人
と
思
想

草
　
薙
　
正
　
夫

６
月
　
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
小
説

飯
　
田
　
耕
　
作

６
月
　
現
代
日
本
の
農
業

山
　
田
　
　
　
操

○
人
文
学
会
第
三
回
教
養
講
座

11
月
　
ア
メ
リ
カ
に
背
く
ア
メ
リ
カ
人

福
　
田
　
　
　
実

11
月
　
社
会
科
学
と
現
代

―
農
村
調
査
を
め
ぐ
っ
て
―

山
　
田
　
　
　
操

11
月
　
サ
ル
ト
ル
の
革
命
思
想

信
　
太
　
正
　
三

12
月
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
人
と
思
想

佐
々
木
庸
一

○
人
文
学
会
第
二
回
公
開
講
演
会（
中
小
企
業
会
館
五
階
に
て
）

12
月
　
平
和
と
実
存

草
　
薙
　
正
　
夫

人
間
喪
失
の
歴
史
的
問
題

鈴
　
木
　
成
　
高

○
人
文
学
会
第
四
回
教
養
講
座

一
九
五
六
（
昭
和
31
）
年

６
月
　
日
本
的
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム

山
　
本
　
　
　
新
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６
月
　
リ
ル
ケ
の
歩
ん
だ
道

金
　
子
　
正
　
昭

現
代
の
学
生
像

山
　
田
　
　
　
操

○
人
文
学
会
・
商
経
法
学
会
共
催
学
内
講
演
会

６
月
　
学
問
と
生
活

前
一
橋
大
教
授

上
　
原
　
専
　
禄

○
人
文
学
会
第
五
回
公
開
講
演
会（
横
浜
開
港
記
念
会
館
）

10
月
　
東
と
西

山
　
本
　
　
　
新

生
命
は
地
球
よ
り
も
重
い

正
　
木
　
　
　
亮

○
人
文
学
会
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
創
立
記
念
大
学
祭
参
加
）

11
月
　
テ
ー
マ
「
世
代
論
」

司
　
会

草
　
薙
　
正
　
夫

提
案
者

福
　
田
　
　
　
実

相
　
原
　
幸
　
一

○
人
文
学
会
第
六
回
公
開
講
演
会（
横
浜
開
港
記
念
館
）

一
九
六
一
（
昭
和
36
）
年

５
月

司
　
会

飯
　
田
　
耕
　
作

言
葉
の
秘
密

評
論
家

亀
井
勝
一
郎

実
存
主
義
と
は
何
か

草
　
薙
　
正
　
夫

○
人
文
学
会
・
商
経
法
学
会
共
催
新
入
生
歓
迎
講
演
会

５
月
　
学
会
紹
介

人
文
系

草
　
薙
　
正
　
夫

商
経
法
系

古
　
沢
　
源
　
刀

現
代
と
い
う
時
代

法
大
教
授

谷
　
川
　
徹
　
三

○
人
文
学
会
音
楽
講
演
会

５
月
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
音
楽
に
つ
い
て
音
楽
評
論
家

野
呂
信
次
郎

○
人
文
学
会
・
商
経
法
学
会
共
催
学
内
講
演
会

科
学
と
宗
教

山
　
本
　
　
　
新

○
人
文
学
会
内
講
演
会

一
九
五
九
（
昭
和
34
）
年

５
月
　
学
生
生
活
と
精
神
衛
生

国
立
精
神
衛
生
研
究
所
技
官

佐
　
治
　
守
　
夫

○
人
文
学
会
音
楽
講
演
会

６
月
　
音
楽
の
聴
き
方

音
楽
評
論
家

野
呂
信
次
郎

○
人
文
学
会
内
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

６
月
　
テ
ー
マ
「
文
学
と
哲
学
」

提
案
者

飯
　
田
　
耕
　
作

信
　
太
　
正
　
三

福
　
田
　
　
　
実

草
　
薙
　
正
　
夫

○
人
文
学
会
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
創
立
三
〇
周
年
記
念
大
学
祭
参
加
）

11
月
　
テ
ー
マ
「
伝
統
と
変
革
」

司
　
会

福
　
田
　
　
　
実

提
案
者

草
　
薙
　
正
　
夫

信
　
太
　
正
　
三

山
　
本
　
　
　
新

飯
　
田
　
耕
　
作

○
人
文
学
会
主
催
　
安
保
条
約
解
説
会

一
九
六
〇
（
昭
和
35
）
年

１
月
　
安
保
条
約
改
定
の
問
題
点
　
国
学
院
大
教
授

神
　
谷
　
竜
　
男

○
人
文
学
会
第
八
回
教
養
講
座
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○
人
文
学
会
第
七
回
公
開
講
演
会

（
横
浜
開
港
記
念
会
館
）

６
月
　
挨
　
拶

草
　
薙
　
正
　
夫

日
本
人
の
宗
教
心

信
　
太
　
正
　
三

文
化
と
世
代

文
芸
評
論
家

中
　
村
　
光
　
夫

○
人
文
学
会
美
術
講
演
会

７
月
　
現
代
美
術
の
諸
傾
向

美
術
評
論
家

川
　
北
　
倫
　
明

○
一
九
六
三
（
昭
和
38
）
年

７
月
（
小
田
原
）

哲
学
は
無
力
か

草
　
薙
　
正
　
夫

現
代
に
お
け
る
人
間
喪
失

大
　
熊
　
信
　
行

○
一
九
六
四
（
昭
和
39
）
年

５
月
　
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
に
つ
い
て

沢
柳
大
五
郎

６
月
（
横
浜
市
開
港
記
念
館
）

二
つ
の
転
向

山
　
本
　
　
　
新

東
洋
と
西
洋

谷
　
川
　
徹
　
三

６
月
　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
世
界

小
　
津
　
次
　
郎

11
月
（
千
葉
市
商
工
会
議
所
）

現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
け
る
人
間

福
　
田
　
　
　
実

実
存
主
義
と
は
何
か

松
浪
信
三
郎

12
月
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
印
象

飯
　
田
　
耕
　
作

○
一
九
六
五
（
昭
和
40
）
年

５
月
　
法
学
会
、
経
済
学
会
創
立
記
念
講
演
会

（
三
学
会
共
催
）

６
月
　
暴
力
と
殺
人
―
法
と
の
関
連
に
お
い
て
評
論
家

中
　
島
　
健
　
蔵

○
人
文
学
会
第
八
回
教
養
講
座

６
月
　
文
化
の
さ
む
ら
い

田
　
中
　
菊
　
雄

子
供
の
未
来
国
と
教
育

長
　
井
　
和
　
雄

○
人
文
学
会
・
商
経
法
学
会
共
催
出
版
記
念
講
演
会

人
文
系
『
伝
統
と
変
革
』

商
経
法
系
『
日
本
経
済
の
成
長
と
構
造
』

９
月
　
あ
い
さ
つ

大
　
熊
　
信
　
行

岡
　
野
　
鑑
　
記

草
　
薙
　
正
　
夫

報
告
者

宮
　
川
　
武
　
雄

原
　
　
　
司
　
郎

山
　
本
　
　
　
新

司
　
　
会

古
　
沢
　
源
　
刀

○
人
文
学
会
音
楽
講
演
会

一
九
六
二
（
昭
和
37
）
年

２
月
　
西
洋
音
楽
の
鑑
賞
に
つ
い
て
音
楽
評
論
家

門
　
馬
　
直
　
美

○
人
文
学
会
・
商
経
法
学
会
共
催
新
入
生
歓
迎
講
演
会

学
会
紹
介

人
文
学
会

草
　
薙
　
正
　
夫

商
経
法
学
会

古
　
沢
　
源
　
刀

日
本
の
大
学
は
何
を
反
省
す
べ
き
か

大
　
熊
　
信
　
行

○
人
文
学
会
音
楽
講
演
会

６
月
　
バ
ロッ
ク
音
楽
に
つ
い
て
音
楽
評
論
家

野
呂
信
次
郎
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三
宅
正
樹
・
平
田
満
男

中
川
敏

10
月
　
法
、
経
、
人
文
三
学
会
共
催
講
演
会

恵
観
山
荘
と
桂
離
宮

堀
　
口
　
捨
　
己

11
月
　
大
学
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
生
と
教
師
の
あ
り
方

講
　
師
草
薙
正
夫
・
山
本
新

平
田
満
男

司
　
会

相
　
原
　
幸
　
一

○
一
九
六
七
（
昭
和
42
）
年

５
月
　
新
入
生
歓
迎
講
演
会

現
代
と
ユ
ー
ト
ピ
ア

飯
　
田
　
耕
　
作

青
春
と
文
学

平
　
田
　
満
　
男

５
月
　
新
入
生
歓
迎
講
演
会
（
二
部
）

鎖
国
と
世
俗
化

山
　
本
　
　
　
新

国
際
情
勢
と
ベ
ト
ナ
ム
問
題

福
　
田
　
　
　
実

６
月
（
高
島
屋
ホ
ー
ル
）

戦
後
社
会
の
出
発
点

山
　
田
　
　
　
操

明
治
思
想
史
の
方
法
論

宮
　
島
　
　
　
肇

11
月
　
大
学
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

現
代
と
宗
教

司
　
会
相
原
幸
一
・
山
本
新

岩
谷
元
輝
・
神
川
正
彦

平
田
満
男

○
一
九
六
八
（
昭
和
43
）
年

日
本
文
明
に
お
け
る
外
来
と
土
着

山
　
本
　
　
　
新

昭
和
四
十
年
代
の
日
本
経
済

宮
　
川
　
武
　
雄

日
本
国
憲
法
の
憲
法
史
的
地
位

黒
　
田
　
　
　
覚

６
月
　
言
語
と
表
現

岩
　
崎
　
民
　
平

６
月
　
外
国
語
学
部
開
設
記
念
講
演
会

（
横
浜
開
港
記
念
会
館
）

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
に
つ
い
て

会
　
田
　
　
　
由

世
界
文
学
の
中
の
日
本
文
学

篠
　
田
　
一
　
士

７
月
　
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
明
論
的
意
味

山
　
本
　
　
　
新

10
月
（
新
宿
紀
伊
国
屋
ホ
ー
ル
）

日
本
文
明
論

山
　
本
　
　
　
新

道
徳
と
宗
教

金
　
子
　
武
　
蔵

11
月
　
大
学
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

芸
術
と
大
衆

山
本
新
・
福
田
実

相
原
幸
一
・
平
田
満
男

司
　
会

草
　
薙
　
正
　
夫

12
月
　
ア
メ
リ
カ
風
物
誌

山
　
下
　
雅
　
己

12
月
　
欧
州
旅
行
落
穂
拾
い

入
　
江
　
直
　
祐

○
一
九
六
六
（
昭
和
41
）
年

６
月
（
高
島
屋
ホ
ー
ル
）

日
本
の
文
芸
批
評
と
英
文
学

相
　
原
　
幸
　
一

日
本
文
学
の
伝
統

篠
　
田
　
　
　
融

10
月
　
『
学
生
と
と
も
に
』
出
版
記
念
講
演
会
講
　
師

山
本
新
・
福
田
実
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―
中
国
残
留
孤
児
２
世
―

大
久
保
明
男

中
国
の「
民
間
文
学
」

飯
　
倉
　
照
　
平

７
月
　
漱
石
に
お
け
る
笑
い
と
明
治
と
い
う
時
代

小
　
森
　
陽
　
一

10
月
　
マ
ク
ベ
ス（
英
語
劇
）

―
英
国
人
に
よ
る
上
演
―
ホ
ワ
イ
ト・ホ
ー
ス・シ
ア
タ
ー

T
he

Pre-Raphaelite
Painters

ofV
ictorian

English(w
ith

slides)
Dr.Graham

Parry

朝
鮮
近
代
史
か
ら
見
た
日
中
関
係
史

孫
　
　
安
　
　
石

ぼ
く
の
役
者
人
生

矢
　
崎
　
　
　
滋

12
月
　
文
化
の
顔
は
、
国
の
顔

―
一
記
者
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら
―

片
　
山
　
　
　
薫

環
太
平
洋
国
際
文
化
交
流
の
未
来

―
日
本
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
・
沿
海
州
―
レ
オ
ニ
ー
ド・イ
ヴ
ァノヴィ
チ・

ア
ニ
シ
モ
フ
／
ヴィ
ク
ト
ル・

ド
ゥ
カ
ヴ
ォ
ヴィ
チ・ガ
ー
ル
キ
ン

外
国（
異
文
化
）に
お
け
る
大
使
の
役
割

澤
　
木
　
正
　
男

ア
フ
リ
カ
を
食
べ
る

―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
目
と
胃
袋
―

松
　
本
　
仁
　
一
　

男
の
子
育
て
―
男
ら
し
さ
に

こ
だ
わ
ら
ず
家
事
も
育
児
も
―

松
　
田
　
正
　
樹

１
月
　
中
国
東
北
の
日
本
文
学
研
究

馬
　
　
興
　
　
国

ロ
マ
ン
派
時
代
の
イ
ギ
リ
ス

中
　
野
　
記
　
偉

３
月
　
現
代
母
性
社
会
と
癒
し

藤
　
森
　
　
　
功

７
月
　
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
生
運
動
と
大
学
改
革

長
　
井
　
和
　
雄

○
一
九
七
三
（
昭
和
48
）
年

１
月
　
人
文
学
会
創
立
二
十
周
年
祝
賀
会（
別
館
）

（
こ
の
間
の
資
料
未
収
集
）

○
一
九
九
七
（
平
成
９
）
年

５
月
　
21
世
紀
の
中
国
言
語
学

鄭
　
　
錦
　
　
全

U
niversity

Education
in
England

Em
m
a
K
now

les

楊
度
と
立
憲
君
主
制

李
　
　
曉
　
　
東

６
月
　
新
会
員
歓
迎
講
演
会

日
本
人
大
学
生
の
英
語
の
発
音
の
特
徴

―
特
に
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
―

前
田
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

行
政
と
住
民
に
よ
る
協
同
型
資
源
回
収

松
　
本
　
安
　
生

〝
隠
居
〞の
権
力
―
古
代
天
皇
制
の
場
合
―
筧
　
　
　
敏
　
生

O
kinaw

an
H
istoricalIdentity

Dr.M
ichaelW

einer

20
世
紀
を
生
き
ぬ
く
―
ス
ペ
イ
ン
内
戦
・

ラ
ー
ゲ
リ
体
験
を
ふ
ま
え
て
―

ジ
ャ
ッ
ク・ロッ
シ

M
igrantW

orkersin
Japan

Dr.M
ichaelW

einer

新
聞
記
者
の
見
た
中
南
米

―
私
た
ち
と
異
文
化
社
会
―

伊
　
藤
　
千
　
尋

ペ
ル
ー
人
質
事
件
の
真
相

―
人
質
事
件
の
真
相
―

伊
　
藤
　
千
　
尋

―
公
邸
に
入
っ
た
！
―

原
　
田
　
浩
　
司

中
国
日
裔
青
年
の
現
状
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Re-designing

Pre-serviceEducation
toincludeGenderEquity

―
男
女
平
等
教
育
を

教
員
養
成
課
程
に
導
入
す
る
た
め
に
―

M
s.PaulaT.Bourne

12
月
　
ロ
マ
ン
派
の
詩
と
伝
承
バ
ラ
ッ
ド

戸
　
田
　
　
　
基

ラ
ジ
オ
放
送
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

H
ilary

V
aldez

○
一
九
九
九
（
平
成
11
）
年

４
月
　
日
中
両
国
語
同
時
通
訳
の
授
業
を
担
当
し
て

王
　
　
　
　
　
津

５
月
　
外
国
語
と
し
て
の
英
語
の
習
得

Learner's
NoticingofTheirOwnSecondLanguageOutput
andEffectsonSubsequentTaskPerformanceby
JapaneseLearnersofEnglishasaForeignLanguge

デ
ビ
ッ
ド・ア
リ
ン

中
国
で
の
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
８
年
間
の
経
験

湯
　
川
　
　
　
誼

教
室
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

木
　
村
　
涼
　
子

６
月
　
雑
誌
を
つ
く
る

―
月
刊
誌StudioVoice

の
場
合
―

加
　
藤
　
陽
　
之

男
で
も
女
で
も
な
く
―
男
性
か
ら
女
性
へ
の

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
生
き
る
―

蔦
　
森
　
　
　
樹

中
国
で
日
本
語
を
教
え
て

山
　
田
　
裕
　
香
　

表
現
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
映
像

深
　
田
　
　
　
独

日
本
の
芸
能
―
伝
承
と『
か
た
ち
』―

赤
　
坂
　
治
　
績

10
月
　
19
世
紀
後
半
南
北
ア
メ
リ
カ
へ
の

華
人
の
移
出
と
初
期
駐
米
公
使
の
研
究

園
　
田
　
節
　
子

○
一
九
九
八
（
平
成
10
）
年

５
月
　
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
て
―
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

で
の
私（
日
本
語
教
師
）の
２
年
間
―

紺
　
谷
　
昌
　
代

６
月
　
新
会
員
歓
迎
講
演
会

代
名
詞
化
に
つ
い
て

西
　
野
　
清
　
治

言
語
の
社
会
的
属
性
の
研
究

彭
　
　
国
　
　
躍

中
国
現
代
の
旧
体
詩
問
題

木
　
山
　
英
　
雄

日
本
社
会
の
東
と
西

福
田
ア
ジ
オ

中
国
の
現
状―

朱
鎔
基
登
場
を
中
心
に
―

楊
　
　
中
　
　
美

横
浜
で
の
中
国
帰
国
者
日
本
語
教
室
の
体
験

早
　
川
　
秀
　
樹

７
月
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
個
人
作
品
の
可
能
性

―
デ
ジ
タ
ル
映
像
に
よ
る
撮
影
と
編
集
―

楠
　
か
つ
の
り

物
語
と
し
て
の
中
国
思
想
史

溝
　
口
　
雄
　
三

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ま
で

井
　
内
　
義
　
臣

10
月
　
キ
ャ
ン
パ
ス
ワ
イ
ド
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
教
育
的
利
用

齊
藤
よ
し
お

W
hy

com
m
unication

isnotajoke

―Relevanceand
Content

―

―
語
用
理
論
と
し
て
の

関
連
性
理
論
の
基
本
的
概
念
と
目
指
す
と
こ
ろ
―

DianeBlakem
ore

11
月
　
上
海
の
語
り
物
評
弾
に
つ
い
て

王
　
　
正
　
　
浩
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11
月
　
中
国
関
連
企
業
就
職
心
得

片
　
寄
　
浩
　
紀

12
月
『
人
を
援
助
す
る
楽
し
さ
の
た
め
に
―
プ
ロ
を
鍛
え
る

ア
マ
チュア
―
』あ
な
た
は
、「
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
」…
？

そ
れ
と
も「
アマ
チ
ュア
」…
？

羽
　
下
　
大
　
信

歴
史
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
消
滅

辻
　
井
　
　
　
喬

１
月
　
女
性
に
対
す
る
暴
力
―
Ｄ．
Ｖ．（
夫
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
）の
実
態
と
解
決
の
課
題
―

阿
　
部
　
裕
　
子

海
南
島
海
関
貿
易
移
民
報
告
１
８
７
６
〜

１
９
３
１
年
―
ジ
ャ
ン
ク・
移
民
・
豚

藤
　
村
　
是
　
清

○
二
〇
〇
〇
（
平
成
12
）
年

４
月
　
『
ニ
ュ
ー
ス
23
』
を
つ
く
る
男

〜
メ
デ
ィ
ア
本
来
の
姿
を
語
る

金
　
平
　
茂
　
紀

５
月
　
上
海
か
ら
中
国
近
代
史
を
見
る

忻
　
　
　
　
　
平

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
商
業
伐
採
跡
地
を

め
ぐ
る
土
地
・
資
源
問
題

関
　
　
　
良
　
基

６
月
　
日
本
軍
の
性
暴
力

〜
中
国
山
西
省
で
の
調
査
で
思
う
こ
と

石
　
田
　
米
　
子

元
在
ペ
ル
ー
外
交
官
が
見
た
大
統
領
選
挙

小
　
倉
　
英
　
敬

生
涯
現
役
『
若
い
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

〜
前
途
程
遠
　
馳
思
於
雁
山
之
暮
雲

村
　
上
　
　
　
潤

７
月
　
苦
境
を
脱
し
た
朱
鎔
基
〜
国
有
企
業
改
革
と

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
巡
る
中
国
の
対
応

杉
　
本
　
　
　
孝

未
来
の
問
い
と
し
て
の
ポ
ス
ト
コ
ロニ
ア
リ
ズ
ム

鵜
　
飼
　
　
　
哲

新
会
員
歓
迎
講
演
会

東
ア
ジ
ア
近
代
史
と
ラ
ジ
オ
放
送

孫
　
　
安
　
　
石

戦
争
と
言
語
〜
第
二
次
世
界
大
戦
下
に

お
け
る
新
聞
の
文
体
研
究

岩
　
本
　
典
　
子

婚
姻
制
度
の
な
か
の
姓
と
性

〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
社
会
学
の
視
点
か
ら

星
　
野
　
澄
　
子

中
国
映
画
事
情

矢
野
目
　
直
子

10
月
『
世
界
史
現
段
階
に
お
け
る
文
化
芸
術
の
躍
動
』

異
文
化
交
流
の
仲
介
者
＝
通
訳
の
役
割

〜
英
語
通
訳
の
体
験
と
後
進
の
教
育
ラ
リ
ー
サ
・
ア
フ
ム
ィ
ロ
フ
ス
カ
ヤ

国
際
文
化
交
流
の
ハ
イ
テ
クノ
ロ
ジ
ー

バ
ー
ト
・
ス
ミ
ス

新『
千
年
』と
演
劇
、ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
チ
ェ
ー
ホ
フ

〜
ロ
シ
ア・ア
メ
リ
カ・日
本・西
欧
で
の
体
験
を
ふ
ま
え
て

レ
オ
ニ
ー
ド・ア
ニ
シ
モ
フ

11
月
　
中
国
帰
国
者
の
戦
後
処
理
〜
支
援
、
責
任
と
市
民
運
動

ロ
バ
ー
ト・イ
フ
ァ
ー
ド

カ
ル
チ
ュラ
ル・ス
タ
ディ
ー
ズ
と
サ
バル
タ
ン・ス
タ
ディ
ー
ズ

〜
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

竹
　
中
　
千
　
春

12
月
　
横
浜
の
国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て

〜
現
場
と
地
域
か
ら
み
た
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

浦
　
川
　
久
　
代

１
月
　
韓
国
の
付
加
価
値
税
制

李
　
　
弦
　
　
祐

２
月
　
人
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
21
世
紀
、
ア
ジ
ア
の
座
標
軸
を
求
め
て
』

Part.1

東
ア
ジ
ア
の
相
互
認
識
　
司
会

木
　
山
　
英
　
雄

東
ア
ジ
ア
論
と
現
代
韓
国
の
思
想

尹
　
　
健
　
　
次



51 活動記録／人文学会の諸活動

在
日
コ
リ
ア
ン
の
戦
後
補
償
と
参
政
権

金
　
　
敬
　
　
得

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：

有
光
　
健
・
西
野
瑠
美
子

ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
の
人
々
と
そ
の
暮
ら
し

吉
　
田
　
敬
　
三

11
月
『
淅
江
大
学
学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

（
人
文
学
研
究
所
と
共
催
）

金
庸
作
品
の
魅
力
を
探
る

岡
　
崎
　
由
　
美

金

文
　
　
京

パ
ネ
リ
ス
ト

王
　
　
　
　
　
勇

査

良

陳
　
　
平
　
　
原

台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
産
業
の
展
開

呂
　
　
紹
　
　
理

12
月
　
人
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
は
死
ん
だ
か
』

原
　
　
　
秀
三
郎

パ
ネ
リ
ス
ト

久
保
田
　
文
　
次

浜
　
林
　
正
　
夫

韓
国
に
お
け
る
中
国
史
研
究
動
向
に
つ
い
て

白
　
　
永
　
　
瑞

現
代
中
国
文
学
研
究
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

白
　
水
　
紀
　
子

生
涯
現
役（
若
い
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
渡
　
辺
　
瑞
　
枝

ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
見
た
ロ
シ
ア

ナ
タ
リ
ア・イ
ワ
ノ
ワ

１
月
　
多
様
な
性
の
あ
り
方
を
考
え
る

有
　
賀
　
友
　
紀

３
月
　
六
朝
時
代
の
漢
語
語
彙

方
　
　
　
一
　
新

東
ア
ジ
ア
論
・
韓
国
が
見
た
ア
ジ
ア

白
　
　
永
　
　
瑞

ア
ジ
ア
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て

孫
　
　
　
　
　
歌

戦
争
の『
記
憶
』を
め
ぐ
る
日
中
関
係

砂
　
山
　
幸
　
雄

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：

横
堀
克
巳
・
大
里
浩
秋

孫
　
安
石

○
二
〇
〇
一
（
平
成
13
）
年

４
月
　
日
・
中
比
較
文
化
研
究
を
考
え
る

厳
　
　
安
　
　
生

日
中
経
済
の
現
状
と
展
望
（
１
）

太
　
田
　
光
　
雄

日
中
経
済
の
現
状
と
展
望
（
２
）

井
　
上
　
尚
　
弘

６
月
　
新
会
員
歓
迎
講
演
会

『
生
物
の
楽
園
』
か
ら
人
間
社
会
へ

新
　
木
　
秀
　
和

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
政
治
の
変
遷

―
研
究
の
周
辺
―
ヴ
ィ
ク
ト
ル・カ
ル
デ
ロ
ン

Gender,TopicNominationandLanguage
AcquisitionintheHostFamily

イ
ー
ト
ン・Ｆ・
チ
ャ
ー
チ
ル

T
eaching

Elem
entary

V
ocabulary

in
Context

キ
ャ
サ
リ
ン・ジ
ド
ニ
ス

台
湾
の
女
性
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

顧
　
　
燕
　
　

中
国
の
学
生
は
日
中
関
係
を
ど
う
見
て
い
る
の
か

曹
　
　
振
　
　
威

７
月
　
プ
ー
シ
キ
ン
大
学
で
の
モ
ス
ク
ワ
留
学
生
活

小
　
石
　
吉
　
彦

10
月
　
人
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
21
世
紀
　
ア
ジ
ア
の
座
標
軸
を
求
め
て
』

中
国
戦
後
補
償
起
訴
の
争
点

高
　
木
　
喜
　
孝
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中
国
の
少
数
民
族
政
策
―
貴
酬
省
苗
族
の
場
合
―

楊
　
　
志
　
　
強

中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
宗
教
政
策

イ
リ
ナ
・
ガ
リ

３
月
　
人
文
学
会
学
生
部
会
主
催

『
市
長
、
原
稿
無
し
で
語
る
』

中
　
田
　
　
　
宏

○
二
〇
〇
三
（
平
成
15
）
年

４
月
　
中
国
語
学
科
Ｆ
Ｏ
Ｃ

『
胡
弓
と
中
国
の
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
』

劉
　
　
　
　
　
軍

６
月
　
上
海
か
ら
見
た
戦
後
日
中
関
係
史

曹
　
　
振
　
　
威

野
球
と
気
象

平
　
井
　
信
　
行

『
生
き
る
た
め
の
翼
を
』
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

久
　
保
　
　
　
智

７
月
　
新
会
員
歓
迎
講
演
会

ロ
シ
ア
思
想
研
究
の
現
在

大
須
賀
史
和

平
安
時
代
の
暴
力
と
秩
序

前
　
田
　
禎
　
彦

子
ど
も
の
目
を
と
お
し
て
み
た

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
白
　
須
　
康
　
子

横
浜
市
の
国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て

浦
　
川
　
久
　
代

地
域
と
密
着
す
る
国
際
交
流
活
動

早
　
川
　
秀
　
樹

豹
変
す
る
ロ
シ
ア

―
建
都
３
０
０
周
年
の

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪
ね
て
―

臼
　
山
　
利
　
信

新
会
員
歓
迎
講
演
会

高
齢
者
の
地
理
学

平
　
井
　
　
　
誠

「
呼
び
か
け
の
表
現
」の
日
朝
対
照
研
究
生
越
ま
り
子

○
二
〇
〇
二
（
平
成
14
）
年

５
月
　
毛
沢
東
時
代
の
経
済
建
設
―
三
線
建
設

呉
　
　
暁
　
　
林

中
国
近
現
代
史
と
変
法
運
動
の
評
価
に
つい
て

孔
　
　
祥
　
　
吉

７
月
行
っ
て
み
た
ロ
シ
ア
住
ん
で
み
た
中
央
ア
ジ
ア

指
　
田
　
智
　
則

新
会
員
歓
迎
講
演
会

自
然
言
語
理
解
に
お
け
る
意
味
分
析
徐
　
　
　
　
　
峰

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
山
　
田
　
　
　
晃

二
字
漢
語
の
語
順
に
つ
い
て
―
反
義
語
の
場
合

尹
　
　
亭
　
　
仁

情
報
教
育
の
体
系
と
教
科
情
報
の
位
置
付
け

井
　
口
　
磯
　
夫

10
月
　
中
国
語
文
法
論
史
研
究
の
問
題
点

邵
　
　
敬
　
　
敏

11
月
　
人
文
学
会
学
生
部
会
主
催

『
明
る
く
、
素
直
に
、
あ
た
た
か
く
』
丹
　
波
　
哲
　
郎

『
９
・
11
と
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
』―
ワ
シ
ン
ト
ン

支
局
長
は
そ
の
時
何
を
見
た
か

中
　
井
　
良
　
則

私
の「
モ
ス
ク
ワ
放
送
局
」勤
務

〜
ロ
シ
ア
で
の
４
年
間
〜

内
　
藤
　
忠
　
明

中
国
福
建
省
の『
巫
』と『
風
水
』

何
　
　
　
　
　
彬

若
者
の「
居
場
所
づ
く
り
」現
場
か
ら

大
　
場
　
孝
　
弘

12
月
　
文
化
大
革
命
下
の
上
海

陳
　
　
祖
　
　
恩

新
会
員
歓
迎
講
演
会

お
酒
の
地
理
学

八
久
保
厚
志

中
国
都
市
史
研
究
を
語
る
―
天
津
の
近
代

張
　
　
利
　
　
民

１
月
　
多
様
な
性
の
あ
り
方
を
考
え
る

野
　
宮
　
亜
　
紀
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六
　
独
立
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

○
二
〇
〇
三
（
平
成
15
）
年

３
月
　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト・サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
を

人
文
学
研
究
所
内
に
構
築
し
た
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
３
台

11
月
　
人
文
学
会
、
人
文
学
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
た
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
記
の
通
り
。

http://hum
an.kanagaw

a-u.ac.jp/

七
　
そ
の
他

○
二
〇
〇
二
（
平
成
14
）
年

12
月
　
機
関
誌
『
人
文
研
究
』
を
第
一
四
〇
号

（
二
〇
〇
〇
年
）か
ら
国
立
情
報
学
研
究
所
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
載
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

○
二
〇
〇
三
（
平
成
15
）
年

８
月
　
人
文
学
会
の
看
板
を
掲
げ
た
。
鈴
木
陽
一

外
国
語
学
部
教
授
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

任
平
氏
（
中
国
）
に
制
作
を
依
頼
、

人
文
学
研
究
所
と
共
に
設
置
し
た
。

本
中
世
社
会
に
お
け
る
軍
記
物
語
の
展
開
と
再
生

鈴
　
木
　
　
　
彰

現
代
中
国
語
の
時
間
体
系
に
つ
い
て
加
　
藤
　
宏
　
紀

９
月
　
韓
国
に
お
け
る
英
語
教
育
と
日
本
語
教
育
睦
　
　
　
正
　
洙

10
月
　
今
後
の
日
中
経
済
関
係

片
　
寄
　
浩
　
紀

11
月
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
日
本
」

（
人
文
学
研
究
所
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
共
催
）

王
　
　
向
　
　
華

程
　
　
　
　
　
郁

パ
ネ
リ
ス
ト

オ
ス
カ
ー
・
カ
ン
ポ
マ
ー
ネ
ス

陳
　
　
昌
　
　
洙

コ
メ
ン
タ
ー
タ
ー

市
　
川
　
孝
　
一

朴
　
　
順
　
　
愛

司
会
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
沢
　
正
　
晴

生
き
な
お
す
、
こ
と
ば
〜
書
く
こ
と
の
ち
か
ら

―
横
浜
寿
町
か
ら

大
　
沢
　
敏
　
郎

新
会
員
歓
迎
講
演
会

日
英
語
の
指
示
詞
に
関
し
て

岩
　
畑
　
貴
　
弘

日
本
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
比
較
統
語
論

辻
子
美
保
子

「
宗
教
」の
成
立
と
展
開
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論

前
　
川
　
理
　
子

意
味
論
分
析
の
方
法
論

羽
佐
田
理
恵




